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●リハビリテーションの第一線で認知症予防に腐心してきた
専門家が、認知症の基礎知識から予防までを解説する書です。
家から図書館までのウォーキング、本選び、読書など図書
館を利用した実践的な予防法がわかります。

●病院、保健センターに比べ足を運びやすいというメリット
に着目した著者が、実際に図書館で行った《ライブラリハ
ビリ活動（認知症予防、ロコモ、転倒予防活動など）》の事
例を紹介しています。

認知症予防講座：鶴ヶ島市立中央図書館
ロコモシンドローム（ロコモ）予防講座：鳥取県立図書館
転倒予防講座：埼玉県立久喜図書館　など

認知症予防におすすめ図書館利用術
―フレッシュ脳の保ち方

●図書館に通い、本に接することが認知症予防につながる！●
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参考資料
厚生労働省によると、2025
年には認知症の人は700万人
に達すると推計されています。
また認知症予備軍まで含める
と1,000万人になるとの見方もあります。これらの数字は、誰もが認知症とは無
縁ではいられない社会が迫っていることを意味しています。（中略）
～世の中には多くの認知症予防の本がありますが、本書では図書館を利用して認
知症を予防していくことを提案します。ではなぜ図書館なのでしょうか。　ひとつ
には知的好奇心を刺激する様々なジャンルの本が図書館にはあるという点があげ
られます。　「はじめに」より抜粋
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